
24

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316
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子は宝。パパもママもまた宝。 

精神科医、富山病院心療内科部長。専門は精神病理学、児童
思春期精神医療。NPO法人子どもの権利支援センターぱれ
っと理事長、富山県虐待防止アドバイザー。著書『子育てハ
ッピーアドバイス』は450万部発行。「世界一受けたい授業」
等テレビへ出演。鶴岡市すこやかな子どもを生み育てるネッ
トワーク推進委員会公開講演会講師として来鶴。大阪府出身。

明
あ け は し

橋 大
だ い じ

二 さん

講演会の様子（昨年11月19日／出羽庄内国際村）

　私の専門は子供のメンタルヘルス（心の健康）です。
元々は大人も診てきましたが、うつ病など心の病で
苦しんでいる方の話を聞くと、虐待やいじめなど子
供の頃につらい悩みを抱えていたことが分かりまし
た。子供が助けを求める声は言葉とは限りません。
様々な行動等に現れます。もっと早くそのＳＯＳが
周りから気付かれていれば、大人になっても病気に
はならなかったのではないか。精神疾患の予防とい
う視点で、子供の心が健やかに成長し前向きに生き
る力を得るための子育てと教育に取り組んでいます。
　子供の心の土台。それは「私は必要な存在だ。大
切な人間だ。生きてていいんだ」という「自己肯定
感」です。主に３歳くらいまでに親や周りの人との
関わりの中でこの感覚が育まれます。ですが、虐待
やいじめがあると、子供の自己肯定感はうまく育ち

ません。実は、日本の子供の自己肯
定感が外国の子供と比べ極端に低い
ことが、内閣府をはじめ様々な機関

の調査によって分かってきました。子供の自己肯定
感をどのように育むかは、これからの日本の子育て・
教育にとって重要な課題です。
　子は親から自分の長所も短所も全て受け入れて、
認めてもらっていると感じることで、自己肯定感を
育みます。また、子は親に甘えたり、反抗したりを
繰り返して自立する意欲を得ます。ぜひ肩の力を抜
いて子の甘えや反抗を受け入れ、子が感じている気
持ちを言葉にして声を掛けたり、できていることに
注目して褒めたりしてみてください。自己肯定感を
育む一番いい言葉は「ありがとう」です。
　子が親から大切にされるように、親も周りの人か
ら認められ、子育てをねぎらってもらうことが大切
です。それが自己肯定感を高める子育てにもつなが
っていくと思います。子が宝なら、子育ての最前線
で頑張るパパもママもまた宝です。この宝を応援し
ましょう。心の痛みや苦しみに気付き合い、みんな
で子育てを支え合う社会になることを期待します。
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住宅用火災警報器は、
全ての住宅に設置する
ことが義務付けられて
いるよ！

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00 ～ 21：30

　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00 ～ 15：00

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00〃　　（ 就 学 に 関 す る こ と ）

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

献血　2/4 ～ 3/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
２．７○火 13：30 ～15：30 鶴岡警察署

９○木 13：30 ～15：30 鶴岡市上下水道部
11○土 10：00 ～12：00 鶴岡協同の家こぴあ

〃 13：30 ～16：00 　　　　〃
18○土 ９：00 ～15：30 にこ♥ふる
22○水 ９：00 ～11：00 市役所藤島庁舎

〃 13：30 ～15：30 ＪＡ庄内たがわ羽黒支所

今月の各種相談窓口開設日　2/4 ～ 3/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 14日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 24日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 21日○火13：30～15：30・羽黒コミュニティセンター

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ３月１日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線410 21日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 23日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 16日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 11日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所


